
 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和３年１０月１６日～令和３年１２月１１日 

参加者数等 定員 ３０名 応募者数 ５０名 

 参加者数 ４年 ６名 修了者数 ４年 ６名 

  ５年 １３名  ５年 １３名 

  ６年 １１名  ６年 １１名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 １０月１６日（土） 

１４：００～１６：００ 

写真 

 

 

 

 

 

  

図
書
館
学 

会場 市民総合体育館・中央図書館 

講義名 入学式、「未来を拓く！図書館学」 

講師 富士見市立中央図書館 

館長とスタッフのみなさん 

２日目 
開催日時 １１月２０日（土） 

８：５０～１２：００ 

写真 

 

 

 

 

 

  

工
場
見
学 

会場 メイジテクノ株式会社（三芳町） 

講義名 「のぞいてみよう☆顕微鏡の世界」 

講師 メイジテクノ株式会社 

石口孝貴代表と社員のみなさん 

３日目 
開催日時 １２月１１日（土） 

１０：００～１２：３０ 

写真 

 

 

 

 

 

  

お
花
に
つ
い
て 

会場 富士見市役所本庁舎会議室 

講義名 「挑戦してみよう☆フラワーアレ

ンジメント」、修了式 

講師 花 Miona主宰 

有薗 直美 先生 

子ども大学☆ふじみ 
学長 星野 光弘（富士見市長） 

副学長 山口 武士（富士見市教育委員会教育長） 

子ども大学ふじみ実行委員会 

実行委員長 岡野 雅一（淑徳大学教育学部教授） 

実行委員 

（関係団体） 

富士見市教育委員会、淑徳大学、青少年育成市民

会議、市民人材バンク推進員の会、NPO法人富士

見市民大学、富士見市商工会、立教大学 

令和３年度 子ども大学☆ふじみ 

図書館見学ツアーの様子 

職人さんの作業を見学 

フラワーアレンジメントに挑戦 



４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

［１日目］ ・いつもは見られない場所が見れて楽しかったです。 

      ・図書館の仕事が知れてよかった。 

      ・図書館の歴史が心に残った。 

［２日目］ ・肉眼では見えない世界をみたこと、目に見えない小さい毛などを見たことが楽

しかった。 

      ・顕微鏡をつくる工程を見れたのが心に残りました。 

      ・理科の授業で顕微鏡が難しくて苦手だったけど、今回の子ども大学で好きにな

りました。 

［３日目］ ・クリスマスについての話で初めて聞くことが多くて驚きました。 

      ・かざりつけや、あまり見ないさわらない花を使ったのが楽しかったです。 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・男の子なので生け花はあまり興味ないなと言っていましたが、帰ってきた時はとても楽しか

ったようで色々話をしてくれました！実際経験してみるということはとても大事だなと思い

ました。貴重な経験ありがとうございます。 

・３日間本当に楽しかったようで、たくさん話をしてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンラインでも実施可能なよう準備をした。 

・緊急事態宣言解除に伴い、全講義対面で実施をした。 

・収容率や消毒・マスク着用の徹底等について、「市主催イベント等の開催基準」を遵守した。 

・発熱・風邪症状の有無等を確認するため「健康チェックシート」を配布、講義毎に回収した。 

・保護者の見学はなしにした。 

・修了式は簡略化。 


